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STAFF

☆　

更
年
期
の
問
題
は
、
私
に
と
っ
て
も
切
実
な
テ

　

�

ー
マ
。
そ
ろ
そ
ろ
心
身
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
真
剣
に

　

�

考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
思
春
期
の
息
子
た
ち
と

　

�

の
バ
ト
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
。
ひ
そ
か
に

�　

『
子
供
の
巣
立
ち
』
を
待
ち
焦
が
れ
る
日
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森　

治
美
）

�

☆　

夏
は
遊
ぶ
こ
と
に
決
ま
っ
て
い
た
習
慣
が
一
転
。

�　
　

受
験
生
み
た
い
な
「
熱
い
（
お
尻
に
火
が
付
い
た
）

　

�　

夏
」
を
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。

�　
　
　

秋
の
お
も
い
で
作
り
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
、
遠
出

　
　

し
み
よ
う
か
。         　

         　

（
倉
内
弘
子
）　

☆　

こ
の
夏
、
信
州
へ
出
か
け
た
が
、
旅
先
で
の
緑

　

の
深
さ
、
山
々
の
景
観
に
こ
れ
ほ
ど
感
動
し
た
こ

　

と
は
な
い
。
疲
れ
た
体
が
癒
さ
れ
る
の
を
実
感
し

　

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
更
年
期
。
疲
れ
た
ら
中
央

　

高
速
を
走
ら
せ
、緑
に
会
い
に
行
こ
う
。（
矢
島
幸
子
）

�

☆　

あ
ま
り
人
前
で
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
更
年
期

�　
　

の
こ
と
。
で
も
本
号
の
編
集
会
議
で
は
、
気
が
つ

　
　

�

く
と
か
な
り
声
高
に
、
身
体
の
こ
と
や
取
材
、
原

　
　

�

稿
に
つ
い
て
意
見
を
ぶ
っ
つ
け
あ
い
ま
し
た
。
印

�　
　

刷
に
入
っ
た
と
き
は
皆
「
フ
ー
」
。
（
浜　

俊
子
）                           

�

☆　

取
材
で
、
ド
ッ
プ
リ
『
男
性
更
年
期
』
に
浸
か

�　
　

っ
て
し
ま
い
、
団
塊
世
代
の
夫
を
ジ
ー
ッ
と
観
察

�　
　

し
た
。
見
え
な
い
変
化
を
察
知
す
る
た
め
に
は
、

�　
　

愛
情
と
後
ろ
姿
（
背
中
）
と
ゆ
と
り
の
あ
る
日
々

�　
　

が
、
不
可
欠
だ
と
気
が
つ
い
た
。　

（
本
間
則
子
）

☆　

某
製
薬
会
社
の
Ｃ
Ｍ
に
夫
婦
で
登
場
し
た
俳
優

　

の
佐
野
史
郎
氏
。
人
生
節
目
の
状
況
を
、
夫
婦
の

　

支
え
合
い
で
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

は
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
。
『
ま
な
こ
』
か
ら
は
、
す

　

べ
て
の
更
年
期
世
代
に
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
よ
、
と

　

提
案
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
向
井
一
江
）
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埼
玉
県
の
富
士
見
市
役
所
か
ら
、
女
性

　

施
策
担
当
の
飯
村
純
子
さ
ん
、
女
性
情
報

　

誌
『�
Ｙ
・
Ｙ
が
や
が
や
』
の
編
集
を
し
て

　

い
る
落�

合
佳
美
さ
ん
が
、
見
学
に
み
え
た
。

●
最
初
に
、
編
集
長
が
「
更
年
期
を
辛
い
時

　

期
と
考
え
ず
に
、
『
第
二
の
人
生
』
を
よ

　

り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
準
備
段

　

階
と
し
て
、
前
向
き
に
受
け
止
め
た
い
」

　

ま
た
「
更
年
期
は
、
男
性
に
も
起
こ
る
も

　

の
で
あ
り
、
男
女
が
互
い
に
支
え
合
っ
て

　

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
供

　

し
た
い
」
と
、
『
ま
な
こ
』
の
視
点
を
説

　

明
し
た
。
そ
の
後
、
２
時

　

間
以
上
に
わ
た
っ
て
、
熱

　

心
な
会
議
が
続
い
た
。

�

●
「
誰
も
が
不
調
を
抱
え
る

　

訳
で
は
な
く
、
心
身
と
も

　

に
辛
い
時
期
と
決
め
つ
け

　

て
し
ま
う
の
は
お
か
し
い
。

　

疲
れ
た
ら
休
む
と
い�

う
よ

　

う
に
、
不
調
を
感
じ
た
ら
、

　

そ
の
都
度
、
対
処
す
れ
ば

　

よ
い
」　
　
　

〔
50
代
女
性
〕

�

●
「
汗
を
異
常
に
か
く
な
ど

　

身
体
の
変
調
を
感
じ
た
こ

　

と
は
あ
る
。
健
康
診
断
の
と
き
に
医
師
に

　

相
談
し
た
」　
　
　
　
　
　
　

〔
50
代
女
性
〕

�

●
「
更
年
期
、
閉
経
を
女
の
定
年
と
考
え
て

�　

い
る
か
？
男
は
、
産
ま
せ
ら
れ
な
く
な
っ

　

て
も
い
つ
ま
で
も
男
で
あ
り
続
け
る
と
思

　

う
が
…
」　

　
　

70
代
男
性
レ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
の
発
言
で

　

会
議
は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
。

�

●
「
閉
経
を
迎
え
、
産
め
な
く
な
っ
た
か
ら

�　

と
い
っ
て
女
が
終
わ
る
は
ず
は
な
い
！
」

�　
　

女
性
多
数
が
、
こ
れ
に
は
反
発
。

情
報
エ
キ
ス
プ
レ
ス
！

！

男と女の更年期

女が語る更年期のとき　　

男が語る更年期のとき　　

「竹の会」で体操を指導　和田明子さん

むさしのＦＭパーソナリティ　清水哲男さん
弁護士　竹澤克己さん

シルバー人材センター会長　江見康一さん

共遊び
ちょっぴり遠出のすすめ　

～ビレッジ安曇野～

子どもを守る家　後藤幸子さん

男性更年期外来のある泌尿器科 横山博美医師

レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
報
告

�

●
「
更
年
期
は
年
代
で
区
切
れ
る
も
の
な
の

�　

か
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
20
代
女
性
〕

�　
　

と
い
う
質
問
が
あ
り
、
個
人
差
の
大
き

　

い
問
題
だ
け
に
更
年
期
を
ひ
と
つ
の
情
報

　

と
し
て
語
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。

�

●
「
『
第
二
の
人
生
』
と
い
う
よ
う
な
暗
い

�　

イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ
す
の
で
は
な
く
年

�　

齢
を
重
ね
た
人
た
ち
が
い
か
に
輝
い
て
い

　

る
か
を
表
現
し
た
方
が
よ
い
」
〔
50
代
女
性
〕

�　
　

な
ど
、
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
出
さ
れ

　

た
。

　
　

最
後
に
富
士
見
市
役
所
の
飯
村
純
子
さ

　
　
　
　
　
　

ん
か
ら
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

　
　
　
　
　
　

関
係
の
中
で
更
年
期
を
ど
う

　
　
　
　
　
　

と
ら
え
て
い
る
の
か
」
と
い

　
　
　
　
　
　

う
鋭
い
質
問
や
、
体
験
に
基

　
　
　
　
　
　

づ
く
意
見
を
受
け
て
、
今
回

　
　
　
　
　
　

の
討
論
が
、
肝
心
の
『
男
と

　
　
　
　
　
　

女
の
』
の
部
分
に
ま
で
至
ら

　
　
　
　
　
　

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か�

さ

　
　
　
　
　
　

れ
た
。
（
構
成　

森　

治
美
）

�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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ブラショフ市の赤ちゃんに
　　　　　　　　洗濯機を贈ろう
　

情
報
エ
キ
ス
プ
レ
ス
！

！
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特　集

レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
報
告

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
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・
・
・
・
・
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2000
40

スウェーデンで活躍する
　　　　　女性アーティスト展
ａ！（オウ）：浸透する流れ　
　　　　　　（ａとはスウェーデン語で水の流れの意味）

　  スウェーデンを中心に活躍する10人の女性

アーティスト （日本人1人を含む）による写真、

ビデオ、ホログラムなど、生活史に根ざした現

代美術の優れた作品を紹介する。

　横浜会場　ヨコハマポートサイドギャラリー

☎ 045（461）3033　毎週木曜、11月3・5休み　

10月27日（金）～11月22日（水）入場無料

　東京会場　スウェーデン大使館展示ホール

☎ 03（5562）5050　毎週土・日、11月3・6休み

10月31日（火）～11月21日（火）入場無料

ブラショフ市の赤ちゃんに
　　　　　　　　洗濯機を贈ろう
　ブラショフ市で唯一の市立産婦人科病院の洗濯

装置は50年以上前からのもの。老朽化が激しく、

すでに限界だが、経済的に困難な社会状況からい

まだにリニューアルできないでいる。病院用大型

洗濯機4基、乾燥機１基の必要総額は1200万円。

　友好都市の市民どうし、少しでもお手伝いがで

きたらと募金活動が始まった。ご協力ください！

ルーマニアブラショフの赤ちゃんに洗濯機を贈る会

　［事務局］プロジェクトHOPEジャパン内

　　　☎（52）5507　　ＦＡＸ（52）7035

　　振込先　　富士銀行三鷹支店　普通4619291

　　後　援　　武蔵野市・武蔵野市国際交流協会

８月５日〔土〕　
午後６時～午後９時
�　　　　　消費者ルームにて
�出席者
�レポーター ７名　�編集部 ６名　
女性計画係 ２名　

「まなこ」40号の会議風景

富
士
見
市
か
ら
の
お
客
さ
ま

飯
村
純
子
さ
ん
（
右
）

落
合
佳
美
さ
ん
（
左
）

。



知
り
た
い

聞
き
た
い

考
え
た
い

男と女の更年期
特

集

�
�◆

更
年
期
の
自
己
診
断
は
可
能
で
す
か
？

�

◆
更
年
期
の
判
断
基
準
は
？

「女の更年期」のイメージは？

*50歳頃、手を上に伸ばすことができなかった。が、夢

  中で働いていたら忘れてしまっていた。誰でも通るの

  だから、あまり深刻に考えないで。　     西久保   79歳

*心身のバランスを崩すことがあるが、個人差も大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　  境　41歳 

*成長過程で歯が生え変わったり、初潮が始まるのと同

  じように自然の流れのひとつと思う。　        境   36歳

　体の変化を感じたことがありますか？

*ある。子どもや夫のこと、夫の親類との付き合いのこ

  となど、私一人の肩にのしかかっていたとき。ヒステ

  リーを起こし、子どもの大事にしていた漫画のシリー

  ズ本を全部紐で結んでチリ紙交換へ。2人の子どもは

  口もきけず下を向いて泣いていた。ハッと我にかえっ

  て、すごく後悔したことがあった。        境南町   68歳 

*ある。夏でも汗をかかなかったのに、顔・首・頭から

  猛烈に汗が出るようになった。　　　　　  北町   55歳

*ある。去年までと違うと感じることが増えた。春がき

  ても手荒れが直らないし疲れも取れない。     境    36歳

　そのとき、周囲の人に望むことは？

*夫（パートナー）にやさしくしてもらいたかった。夫

  のわがままを我慢するのが辛かった。　  境南町   68歳

*本人がＨＥＬＰ！のサインを送らない限り、そっとし

  ておいて。　　　　　　　　　　　      　  中町   61歳

*あまりそういう目で見ずに、明るく接して。楽しいこ

  とに誘って欲しい。　　　　　　　　　　     境   41歳

　人生後半を充実させるためには？

*仕事と趣味を持つこと。仕事も家族に迷惑をかけない

  ことが原則。趣味も実益が伴えば最高。　西久保  79歳

*色々なものに手をだして、アレコレやりながら毎日を

  忙しがって過す。一日が充実して満足できる。今の私

  がそんな生活をしているから。　　　　  境南町   68歳

*夫婦で、長続きのする同じ趣味を持つ。     中町   35歳

　更年期障害のある人に優遇制度のある企業は？

*更年期障害とはなんぞや？と言う定義が無い限り、そ

  んな企業はありえない。　　　　　　　  西久保   79歳

*女性の労働力不可欠の21世紀、企業内託児所と同じ

  くらい大切なことでは？　　　　　　　     中町　61歳 

*パートや個人営業の場合、病欠すら保証されていない

  のだから、まだまだ先になる制度と思う。  北町   55歳 

*そのような制度ができることで、更年期について世間

  が認めてくれるような方向に進めば良い。     境   36歳

 「男の更年期」のイメージは？
*女性のヒステリーと同じような症状が男性にもあって、

  私は密かにオステリーと命名していた。　    中町   82歳　

*女性だけ精神的に混乱する不安定な時期。　 在勤   55歳　　　　　　

*女性特有のものと思っていたが、私自身45歳を境に

  身体の内外に不調をきたした。通院で、男の更年期に

  伴う症例といわれた。　　　　　　　　　　 在勤   50歳　

*ひとつの節目、夕暮れ時のイメージ。　　 　北町   40代

　体の変化を感じたことがありますか？

*ある。朝の目覚め時。　　　　　　　　　　 在勤   70歳

*ある。心と体のバランスの変化。できると思ったこと

  ができない、運動機能の低下。自分自身がそういう変

  化を認識することが大切かも。　　　　　    関前   58歳

*ある。風邪をひいたのを引き金に首が回らなくなった

  りストレスが強いときには足がはれる。　    北町   40代

*ある。酒を飲んで口論になると、おもわず手が出てし

  まうとき。ここ20年くらいは寛容に対応できていた

  のに---。　　　　　　　　　　　　　　　    中町   43歳

 　そのとき、周囲の人に望むことは？

*放っておいていただきたい。　　　　　　 　中町   82歳

*過剰な同情、気遣いをして欲しくない。　    北町   70歳

*黙って見守って欲しい。　　　　　　　　    在勤   55歳

*会社では女性の元気なプログラマーが多い職場でもあ

  り、男の更年期なんて、ちょっと話題にできそうにない。　　　　　　　

　　　　　　　　　　                                 北町   45歳

*変に理解して、やさしくしないで！　　　 　中町   43歳

　人生後半を充実させるためには？

*一日のうち、ほんの少しでも何かをする。美しいもの

  を探す、見る、聴く、感じること。　　　    北町   70歳

*まず健康。それから子どもの自立。いくら自分が生き

  がいを持って豊かな後半生活を送っても、子どもたち

  が独立せずいつまでも家に居残っていたら、やっぱり

  暗いよね。　　　　　　　　　　　　　　    北町   45歳

　更年期障害のある人に優遇制度のある企業は？

*過保護な制度を設けると、回復が遅れる。 　中町   82歳

*特に女性の更年期については生理休暇のような制度が

  必要と考える。　　　　　　　　　　　　    南町   64歳

*更年期障害は個人差があり、制度化するには判断基準

  が難しいのではないか？　　　　　　　　    関前   58歳

*？---。企業に「優遇」を求めるのは筋違いでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　中町   43歳

*カウンセリング等の部署があると良い。　　 北町   40代

男
に
も
更
年
期
っ
て
あ
る
の
？

えっ？

�
�

�◆
女
性
の
更
年
期
症
状
は
「
不
定
愁
訴
と
閉

�

経
」
で
す
が
、
男
性
の
場
合
は
？

��
�◆

メ
ン
タ
ル
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

��

◆
検
査
に
要
す
る
時
間
・
費
用
・
保
険
は
？

�　

検
査
は
問
診
と
採
血
だ
け
、
結
果
は
２
週

�

間
後
、
自
己
負
担
は
数
千
円
で
、
保
険
診
療

�

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

��

◆
更
年
期
障
害
の
治
療
方
法
は
？

�　

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
注
射
・
貼
る
・
カ

�

プ
セ
ル
剤
）
や
漢
方
療
法
な
ど
で
す
。

��

◆
日
常
で
心
掛
け
る
こ
と
は
？

�　

積
極
的
に
ネ
バ
ネ
バ
食
品
（
納
豆
・
お
く

�

ら
・
山
芋
）
や
ゴ
マ
を
食
べ
た
り
、
有
酸
素

�

運
動
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
お
勧
め
で
す
。

�　

ま
た
過
度
の
飲
酒
は
活
性
型
男
性
ホ
ル
モ

�

ン
の
分
泌
を
抑
制
す
る
の
で
い
け
ま
せ
ん
。

�

男性更年期チェック表

女性 男性

３ ２

更
年
期
は
女
性
特
有
で
は
な
い
の
で
す

更
年
期
は
女
性
特
有
で
は
な
い
の
で
す

◆
男
性
更
年
期
研
究
の
歴
史
は
？

   

１
９
４
０
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女

�

性
の
よ
う
に
劇
的
で
は
な
い
が
、
男
性
に
も

�

ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
低
下
す
る
影
響
が
出
る
と

�

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
40
年
後
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ア
ー
バ
ー

医
師
が
、
血
液
中
の
た
ん
ぱ
く
質
（
グ
ロ
ブ

リ
ン
）
と
結
合
せ
ず
、
総
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

（
男
性
ホ
ル
モ
ン
全
体
）
の1

/2
0
0
 

し
か
存

在
し
な
い
フ
リ
ー
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
活
性

型
男
性
ホ
ル
モ
ン
）
に
着
目
し
、
こ
の
減
少

が
男
性
に
も
更
年
期
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
を
発
見
。
日
本
で
は
１
９
９
６
年
11
月
、

男�

性
の
更
年
期
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
、
男
性
更
年
期
が
学
会
で
認
め
ら

れ
話
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

�

男
も
女
も
同
じ
年
月
を
重
ね
て
、
女
性
だ
け
に
更
年
期
が
起
こ
る
の
は
不
思
議
。

男
性
に
も
何
か
起
こ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

『
男
の
子
宮
は
前
立
腺
』
と
論
じ
、
男
性
更
年
期
外
来
の
あ
る
泌
尿
器
科
、
横
山
博
美

医
師
に
詳
し
い
話
を
聞
い
た
。

�

�
�◆

更
年
期
の
自
己
診
断
は
可
能
で
す
か
？

�　

一
、
男
性
更
年
期
チ
ェ
ッ
ク
表
で
自

己
採
点
し�

40
〜
50
代
で
合
計
が
18
点
以

上
の
人
。
二
、
勢
い
は
ふ
つ
う
で
も
短

い
間
隔
で
尿
意
を
催
す
排
尿
異
常
が
あ

る
人
。
三
、
性
機
能
障
害
が
あ
る
人
。

い
ず
れ
も
要
注
意
で
す
。

�

更
年
期
は
女
性
特
有
で
は
な
い
の
で
す

�

◆
更
年
期
の
判
断
基
準
は
？

�　

血
液
検
査
で
、
フ
リ
ー
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

�

の
量
が
、
500 
ナ
ノ
グ
ラ
ム
中
、
16
ピ
コ
グ
ラ

ム
（
東
京
ド
ー
ム
に
数
滴
の
イ
メ
ー
ジ
）
以

下
が
更
年
期
、
前
立
腺
肥
大
で
は
な
い
排
尿

異
常
の
あ
る
場
合
も
更
年
期
の
範
囲
で
す
。

�

＊
ナ
ノ
グ
ラ
ム
‖�
10
億
分
の
１

＊
ピ
コ
グ
ラ
ム
‖
１
兆
分
の
１

�

「女の更年期」のイメージは？(女

*50歳頃、手を上に伸ばすことができなかった。が、夢

  中で働いていたら忘れてしまっていた。誰でも通るの

  だから、あまり深刻に考えないで。　     西久保   79歳

*心身のバランスを崩すことがあるが、個人差も大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　  境　41歳 

*成長過程で歯が生えかわったり、初潮が始まるのと同

  じように自然の流れのひとつと思う。　        境   36歳

　体の変化を感じたことがありますか？

*ある。子どもや夫のこと、夫の親類との付き合いのこ

  となど、私一人の肩にのしかかっていたとき。ヒステ

  リーを起こし、子どもの大事にしていた漫画のシリー

  ズ本を全部紐で結んでチリ紙交換へ。2人の子どもは

  口もきけず下を向いて泣いていた。ハッと我にかえっ

  て、すごく後悔したことがあった。        境南町   68歳 

*ある。夏でも汗をかかなかったのに、顔・首・頭から

  猛烈に汗が出るようになった。　　  吉祥寺北町   55歳

*ある。去年までと違うと感じることが増えた。春がき

  ても手荒れが直らないし疲れも取れない。    境    36歳

　そのとき、周囲の人に望むことは？

*夫（パートナー）にやさしくしてもらいたかった。夫

  のわがままを我慢するのが辛かった。　  境南町   68歳

*本人がＨＥＬＰ！のサインを送らない限り、そっとし

  ておいて。　　　　　　　　　　　      　  中町   61歳

*あまりそういう目で見ずに、明るく接して。楽しいこ

  とに誘って欲しい。　　　　　　　　　　     境   41歳

　人生後半を充実させるためには？

*仕事と趣味を持つこと。仕事も家族に迷惑をかけない

  ことが原則。趣味も実益が伴えば最高。　西久保  79歳

*色々なものに手を出して、アレコレやりながら毎日を

  忙しがって過ごす。一日が充実して満足できる。今の

  私がそんな生活をしているから。　　　  境南町   68歳

*夫婦で、長続きのする同じ趣味を持つ。     中町   35歳

　更年期障害のある人に優遇制度のある企業は？

*更年期障害とはなんぞや？という定義がない限り、そ

  んな企業はありえない。　　　　　　　  西久保   79歳

*女性の労働力不可欠の21世紀、企業内託児所と同じく 

  らい大切なことでは？　　　　　　　        中町　61歳    

*パートや個人営業の場合、病欠すら保証されないのだ 

  から、まだ先になる制度と思う。  　吉祥寺北町   55歳 

*そのような制度ができることで、更年期について世間

  が認めてくれるような方向に進めば良い。     境   36歳

 「男の更年期」のイメージは？(男性)

*女性のヒステリーと同じような症状が男性にもあって、

  私は密かにオステリーと命名していた。　    中町   82歳　

*女性だけ精神的に混乱する不安定な時期。　 在勤   55歳　　　　　　

*女性特有のものと思っていたが、私自身45歳を境に身

  体の内外に不調をきたした。通院で、男の更年期に伴

  う症例といわれた。　　　　　　　　　　 　在勤   50歳　

*ひとつの節目、夕暮れ時のイメージ。 吉祥寺北町   40代

　体の変化を感じたことがありますか？

*ある。朝の目覚め時。　　　　　　　　　　 在勤   70歳

*ある。心と体のバランスの変化。できると思ったこと

  ができない、運動機能の低下。自分自身がそういう変

  化を認識することが大切かも。　　　　　    関前   58歳

*ある。風邪をひいたのを引き金に首が回らなくなりス

  トレスが強いときには足がはれる。    吉祥寺北町   40代

*ある。酒を飲んで口論になると、おもわず手が出てし

  まうとき。ここ20年くらいは寛容に対応できていたの

  に…。　　　　　　　　　　　　　　　    　中町   43歳

 　そのとき、周囲の人に望むことは？

*放っておいていただきたい。　　　　　　 　中町   82歳

*過剰な同情、気遣いはいらない。　    吉祥寺北町   70歳

*黙って見守って欲しい。　　　　　　　　    在勤   55歳

*会社では女性の元気なプログラマーが多い職場でもあ

  り、男の更年期なんて、ちょっと話題にできそうにな

  い。                                              吉祥寺北町   45歳

*変に理解して、やさしくしないで！　　　 　中町   43歳

　人生後半を充実させるためには？

*一日のうち、ほんの少しでも何かをする。美しいもの

  を探す、見る、聴く、感じること。　 吉祥寺北町   70歳

*まず健康。それから子どもの自立。いくら自分が生き

  がいを持って豊かな後半生活を送っても、子どもたち

  が独立せずいつまでも家に居残っていたら、やっぱり

  暗いよね。　　　　　　　　　　　　 吉祥寺北町   45歳

　更年期障害のある人に優遇制度のある企業は？

*過保護な制度を設けると、回復が遅れる。 　中町   82歳

*特に女性の更年期については生理休暇のような制度が

  必要と考える。　　　　　　　　　　 吉祥寺南町   64歳

*更年期障害は個人差があり、制度化するには判断基準

  が難しいのではないか？　　　　　　　　    関前   58歳

*？…。企業に「優遇」を求めるのは筋違いでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　中町   43歳

*カウンセリングの部署があると良い。 吉祥寺北町   40代

レ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
や
、
い
ろ
ん
な
世
代
の
方
々
に
、
体
験
や
意
見
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

更
年
期
…
ピ
ン
と
こ
な
い
で
す
！

��　
　
　
　
　

レ
ポ
ー
タ
ー　

印
南
幸
子　

41
歳
／
西
久
保

�　

雑
誌
に
は
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
る
け
ど
、
自
分
は

�

な
ん
と
な
く
、
そ
う
な
ら
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

�　

な
ぜ
な
ら
、
緑
の
芝
生
と
、
楽
し
い
仲
間
と
サ
ッ

�

カ
ー
に
夢
中
に
な
っ
た
18
歳
か
ら
、
子
育
て
で
中
途

�

休
み
は
し
た
け
れ
ど
、
今
も
、
更
年
期
の
カ
ケ
ラ
も

�

見
当
た
ら
な
い
く
ら
い
元
気
な
塾
年
チ
ー
ム
『
武
蔵

�

野
ク
ラ
レ
ス
』
で
、
続
行
中
だ
か
ら
で
す
。

�　

今
年
の
春
、
夫
（
50
歳
）
が
病
気
を
し
て
、
健
康

�

が
一
番
と
思
い
な
が
ら
、
私
は
４
日
に
一
度
宿
直
あ

�

り
の
仕
事
を
し
て
ま
す
。
仕
事
30
％
・
サ
ッ
カ
ー
20

�

％
・
家
庭
50
％
の
意
気
込
み
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

�

な
が
ら
、
更
年
期
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
、
お
ば
あ

�

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
、
無
理

せ
ず
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
、

続
け
て
い
た
い
で
す
ね
。

��　

そ
っ
と
し
て
お
い
て

　
　
　
　
　
　

  

レ
ポ
ー
タ
ー　

末
廣
純
江　

34
歳
／
境

　

「
更
年
期
」
と
聞
い
て
も
、
ま
っ
た
く
イ
メ
ー
ジ

が
湧
き
ま
せ
ん
。
レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
で
ホ
ル
モ
ン
が

影
響
し
て
い
る
と
知
っ
て
、
妊
娠
中
の
つ
わ
り
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
気
分
が
悪
く
行
動
が

起
こ
せ
な
い
。
そ
れ
ま
で
、
健
康
体
だ
っ
た
だ
け
に

自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う
な
感
じ
。
周
り
の
人
か
ら

「
気
の
持
ち
よ
う
だ
」
「
１
〜
２
ヶ
月
の
辛
抱
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
出
産
す
る
２
ヶ
月
前
ま
で

続
き
ま
し
た
。
そ
の
身
の
置
き
所
の
な
い
辛
さ
は
、

経
験
し
た
も
の
に
し
か
わ
か
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

　

支
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、
同
じ
経
験
を
持
つ
友
人

と
の
会
話
。
経
験
の
な
い
人
に
聞
き
か
じ
り
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
さ
れ
る
ほ
ど
迷
惑
な
こ
と
は
な
い
。

   

「
ほ
っ
と
い
て
」
と
言
う

の
が
正
直
な
気
持
ち
で
し
た
。

　

更
年
期
の
方
と
通
じ
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
。

症状 ない 軽度 中度 高度

　❶自律神経症状

1 1

2

2

3

3

４

５

６

７

８

９

10

不安・イライラ

全身怠惰

うつ傾向

不眠

頭重感・頭痛

肩こり・背部痛

動悸・息切れ

手や足のしびれ

配置換え・転職・転居・離婚

アルコールの飲み過ぎ

0

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

1 2 30

症状 　　

　❷男性度チェック

1 1

2

2

3

3朝の勃起

セックス回数

性欲の有無

0

1 2 30

1 2 30

ない
週１回
　以上

２週間
 に１度

１ヵ月
 に１度

まあまあある わずか

症状 ない 軽度 中度 高度

　❸泌尿器症状

1 1

2

2

3

3尿が近い

残尿感

尿のキレが悪い

0

1 2 30

1 2 30

�
�

�◆
女
性
の
更
年
期
症
状
は
「
不
定
愁
訴
と
閉

�

経
」
で
す
が
、
男
性
の
場
合
は
？

�　

不
定
愁
訴
は
も
ち
ろ
ん
、
排
尿
障
害
と
性

�

機
能
障
害
が
加
わ
り
ま
す
。

�

＊
不
定
愁
訴
と
は
…
頭
重
痛
感
・
肩
凝
り
・

�　

筋
肉
痛
・
イ
ラ
イ
ラ
・
の
ぼ
せ
等
、
人
そ

　

れ
ぞ
れ
異
な
る
症
状
を
訴
え
る
こ
と
。

�
�

�◆
メ
ン
タ
ル
面
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

�　

中
・
高
年
齢
期
の
自
然
な
肉
体
的
変
化
で

�

あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
適
切
な
治

療
に
よ
り
、
体
調
・
気
力
・
意
欲
・
性
欲
と

も
に
回
復
す
る
事
実
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

40
〜
50
代
男
性
の
自
殺
者
が
増
加
し
て
い
る

の�

も
、
男
性
更
年
期
の
影
響
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

�　

社
会
的
に
も
、
家
庭
内
で
も
、
精
神
不
安

�

定
な
時
期
に
『
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
も
頑
張

�

れ
な
い
現
実
』
を
周
囲
も
理
解
し
、
支
え
合

�

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

�　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
マ
ラ
ソ
ン
の
折
り
返

�

し
地
点
で
、
人
生
の
作
戦
タ
イ
ム
と
し
て
、

�

良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

�
  

（
取
材　

本
間
則
子
・
協
力　

森　

治
美
）

��

◆
検
査
に
要
す
る
時
間
・
費
用
・
保
険
は
？

�　

検
査
は
問
診
と
採
血
だ
け
、
結
果
は
２
週

�

間
後
。
自
己
負
担
は
数
千
円
で
、
保
険
診
療

�

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

��

◆
更
年
期
障
害
の
治
療
方
法
は
？

�　

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
注
射
・
貼
る
・
カ

�

プ
セ
ル
剤
）
や
漢
方
療
法
な
ど
で
す
。

��

◆
日
常
で
心
掛
け
る
こ
と
は
？

�　

積
極
的
に
ネ
バ
ネ
バ
食
品
（
納
豆
・
お
く

�

ら
・
山
芋
）
や
ゴ
マ
を
食
べ
た
り
、
有
酸
素

�

運
動
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
お
勧
め
で
す
。

�　

ま
た
過
度
の
飲
酒
は
フ
リ
ー
テ
ス
ト
ス
テ

ロ
ン
の
分
泌
を
抑
制
す
る
の
で
い
け
ま
せ
ん
。

�

横山氏著書から前立腺の図

☞「武蔵野市赤十字奉仕団」　代表・網野弥生　TEL（43）8484  　                   

地域福祉行事の参加・協力、募金活動と地域奉仕を三本柱として活動している。
●市内の女性団体で、ボランティア活動や女性問題の解決に向け活動するグループを紹介。会員随時募集。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☞「むさしのヒューマン・プラザを進める会」　代表・杉森長子　　TEL（21）2855　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　男女共同参画社会を目指し、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの充実とむさしのヒューマン・プラザ実現へつなぐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

医新会　理事長　横山博美医師



・・・

！少し休んで、ゆっくりしようよねえ、
�

こ
れ
か
ら
重
ね
る

  

初
体
験
の
日
々
が
楽
し
み
で
す

・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

�

ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が

�　
　
　
　
　

            

�

更
年
期
を
す
ぎ
た
ら
夫
婦
中
心

�　
　
　
　
　
　
　
　

�

５ 4
☞「女性史武蔵野グループ」　代表・田中由美　TEL（31）2198 

 　読書を通して歴史を学び、女性問題や家族について、今後の生き方を模索する。

☞「こぶしの会」　代表・吉岡諒子　TEL（43）2686　

　市の高齢者食事サービスの配食ボランティア（月・水・金）や、利用者との交流会などの活動をしている。

男が語る更年期の時

�

こ
れ
か
ら
重
ね
る

  

初
体
験
の
日
々
が
楽
し
み
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

清
水
哲
男　

62
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

武
蔵
野
市
在
勤

�
   

長
身
で
綿
シ
ャ
ツ
に
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
が

�

良
く
似
合
う
。
む
さ
し
の
Ｆ
Ｍ
開
局
以
来
パ

�

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
活
躍
中
の
清
水
さ

�

ん
に
、
生
放
送
終
了
後
お
会
い
し
た
。
「
口

�

が
疲
れ
ち
ゃ
っ
て
、
自
宅
に
帰
っ
た
ら
無
口

�

で
す
」
と
笑
い
な
が
ら
、
話
は
始
ま
っ
た
。

   

７
つ
歳
下
の
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
更
年
期
を

�

振
り
返
っ
て
「
社
交
的
で
明
る
い
人
が
突
然

�

『
う
つ
』
に
な
り
、
ご
み
を
捨
て
に
行
く
の

�

も
駄
目
に
な
る
く
ら
い
、
完
璧
人
嫌
い
に
な

�

り
ま
し
た
。
専
門
医
に
相
談
し
た
ら
、
励
ま

�
し
て
は
い
け
な
い
と
。
本
人
に
負
担
が
掛
か

�
り
、
頑
張
れ
な
い
の
に
、
頑
張
ろ
う
と
す
る

�

と
落
ち
込
む
か
ら
、
相
手
の
言
う
こ
と
だ
け

�

を
聞
い
て
放
っ
と
き
な
さ
い
。
と
言
わ
れ
、

�

彼
女
の
回
り
の
人
達
に
も
、
医
師
の
助
言
を

�

守
っ
て
も
ら
い
、
２
か
月
後
あ
た
り
か
ら
徐

�

々
に
回
復
し
て
今
は
元
気
で
す
。
そ
れ
に
し

�

て
も
『
人
を
励
ま
さ
な
い
』
っ
て
難
し
い
こ

�

と
な
ん
で
す
ね
（
笑
）
。
通
り
過
ぎ
た
ら
夢

�

み
た
い
な
出
来
事
で
し
た
」

�　

ま
た
、
自
ら
を
振
り
返
っ
て
「
40
代
後
半

�

か
ら
春
先
が
駄
目
で
し
た
ね
。
理
由
は
な
い

�

の
に
、
何
を
や
っ
て
も
つ
ま
ら
な
い
、
ビ
ー

�

ル
も
美
味
し
く
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
木

�

の
芽
時
に
変
な
人
が
出
る
っ
て
い
う
け
れ
ど
、

�

そ
れ
か
な
ぁ
…
と
思
っ
て
る
う
ち
に
季
節
が

�

移
り
、
元
に
戻
る
と
い
う
の
を
何
年
か
過
ご

�

し
ま
し
た
ね
。
今
は
そ
れ
は
な
い
で
す
が
、

�

体
は
ガ
タ
が
来
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
一
番
元
気

�

な
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
は
体
の
方
が
動

か
な
く
な
る
。
た
と
え
ば
高
校
生
の
感
覚
で

草
野
球
を
す
る
で
し
ょ
。
カ
ー
ン
と
打
っ
て
、

２
塁
打
と
思
っ
て
走
る
と
、
２
塁
ベ
ー
ス
に

た
ど
り
着
く
前
に
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
る
と
か
、

こ
の
高
さ
は
飛
び
越
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
、

飛
ん
で
も
、
つ
ま
づ
い
て
し�

ま
う
。
と
っ
さ

男の更年期は、目、歯、肩、そして腰、前立腺などにあらわれてきます。
仕事がキツイところへ、まだまだ女性ほど認知されていないだけ周囲の人にも打ち明けにくい。
老親の介護もそろそろ・・・と、この時期の男たちには、ストレスがいっぱい。

��

の
動
き
や
、
瞬
発
力
が
衰
え
た
と
自
覚
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

�　

こ
れ
か
ら
の
夢
は
、
今
ま
で
規
則
的
な
毎

�

日
だ
っ
た
の
で
、
一
年
く
ら
い
な
ぁ
ん
に
も

�

し
な
い
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
生
活
が
し
て
み
た

�

い
な
。
80
歳
位
に
な
る
と
美
人
に
も
振
り
向

か
な
く
な
る
と
、
本
で
読
ん
だ
の
で
す
が
、

�

そ
れ
も
経
験
し
て
み
た
い
（
笑
）
。
ま
だ
62

�

歳
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
初
体
験
の
連
続
で

�

す
よ
ね
」

�

…
経
験
談
に
聞
き
入
っ
て
、
ア
ッ
と
い
う
間

�

の
２
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
。

�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文　

本
間
則
子
）

�　��

ま
だ
先
の
こ
と
で
す
が

�　
　
　
　
　

            

竹
澤
克
己　

33
歳

                                  　

西
久
保
在
住

�
   

30
代
前
半
と
い
う
男
性
に
、
男
の
更
年
期

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
た
ず
ね
た
。

�　

『
わ
か
り
ま
せ
ん
』
を
覚
悟
し
て
い
た
ら
、

   

「
少
し
老
い
を
気
に
し
て
い
る
年
代
か
な
。

で
も
若
さ
も
し
っ
か
り
と
残
し
て
い
て
、
仕

事
も
バ
リ
バ
リ
こ
な
せ
る
と
い
う
感
じ
で
し

ょ
う
か
」
と
答
え
て
く
れ
た
の
は
、
竹
澤
克

己
さ
ん
。
３
歳
と
６
カ
月
に
な
る
男
の
子
二

人
の
お
父
さ
ん
で
弁
護
士
だ
。

�　

「
初
め
て
更
年
期
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た

�

の
は
中
学
の
こ
ろ
、
母
が
重
い
四
十
肩
に
な

�

っ
た
と
き
で
し
た
。

�
�

 
  

『
更
年
期
障
害
と
い
う
の
は
ね
…
』
と
ま

る
で
世
間
話
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
普
段
か
ら
何
で
も
話
し
合
う
母
と
子
で

し
た
か
ら
。
男
の
人�

に
も
緩
慢
だ
け
ど
あ
る

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
母
の
体
調
が
悪
い
と
、

代
わ
っ
て
家
事
を
し
て
い
た
父
が
『
肩
が
痛

い
』
と
言
っ
た
と
き
に
こ
れ
が
更
年
期
だ
、

と
思
っ
た
し
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
事
務
所

で
50
代
の
上
司
の
『
冷
房
が
冷
た
す
ぎ
る
』

も
こ
の
類
だ
と
思
い
ま
し
た
」

�　

竹
澤
さ
ん
が
最
近
、
学
生
時
代
と
は
違
う

�

な
、
と
感
じ
る
の
は
徹
夜
の
仕
事
が
辛
く
な

�

っ
た
こ
と
。
20
代
で
は
い
く
ら
食
べ
て
も�

太

ら
な
か
っ
た
の
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て�

い

な
い
と
太
り
は
じ
め
る
。
酒
に
酔
う
こ
と�

が

以
前
ほ
ど
気
持
ち
良
く
な
く
な
っ
た
、
な�

ど
。

「
仕
事
が
不
規
則
で
不
定
型
な
の
で
、
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
う
の
で

す
が
」

�　

そ
こ
で
、
夫
婦
で
迎
え
る
更
年
期
年
代
を

�

ど
う
過
ご
し
た
い
の
か
聞
い
て
み
る
と
「
妻

も
私
も
本
格
的
な
更
年
期
は
も
う
少
し
先
で

す
。
今
は
家
族
の
生
活
を
中
心
に
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
仕
事
や
親
へ
の
責
任

は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
費
な
ど
経
済
的
な�

負
担

も
多
く
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

年
代
に
な
っ
た
ら
、
と
て
も
自
分
一
人
で
は

�
�支

え
き
れ
る
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た�

支
え

き
る
も
の
だ
と
も
思
わ
な
い
。
そ
れ
は�

家
族

の
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
出
来
る
だ
け
責
任

も
権
限
も
、
家
族
み
ん
な
で
共
有
す
る
形
を

と
り
た
い
で
す
。
『
ど
う
し
ょ
う
』
と
思
う

と
き
は
、
何
で
も
妻
と
話
し
合
う
。
と
き
に

は
子
ど
も
も
含
め
て
、
対
処
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」

�　

将
来
の
こ
と
を
こ
ん
な
ふ
う
に
語
っ
て
く

�

れ
た
竹
澤
さ
ん
。
た
ぶ
ん
夫
も
妻
も
更
年
期

�

な
ん
て
簡
単
に
走
り
抜
け
る
ん
だ
ろ
う
な
、

�

と
感
じ
た
。　
　
　
　

  

（
文　

浜　

俊
子
）

��

更
年
期
を
す
ぎ
た
ら
夫
婦
中
心

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

江
見
康
一　

79
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

関
前 

在
住

   

訪
ね
た
の
は
、
井
の
頭
公
園
を
一
望
に
で

き�

る
マ
ン
シ
ョ
ン
11
階
の
仕
事
場
。                

�
   

「
人
生
マ
ラ
ソ
ン
の
折
り
返
し
点
と
し
て              

�

更
年
期
を
考
え
る
と
、
肉
体
的
な
面
の
ほ
か              

�

に
精
神
的
、
社
会
的
な
３
つ
の
見
方
が
あ
る              

�

と
思
い
ま
す
」
経
済
学
者
ら
し
い
理
論
的
な              

�

視
野
で
、
豊
富
な
話
題
を
交
え
つ
つ
話
が
進              

�

む
。                                            

�
   

「
私
は
一
橋
大
学
に
勤
め
、
50
歳
で
教
授

に
な
り
ま
し
た
。
定
年
ま
で
の
一
応
の
見
通

し
が
つ
き
、
や
れ
や
れ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
私
の
更
年
期
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」                                            

�　

肉
体
的
に
は
、
若
い
こ
ろ
と
違
っ
て
目
が              

�

疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
集
中
力
が
な
く
な

�

っ
た
り
し
た
が
、
特
に
意
識
せ
ず
過
ご
し
て

�

し
ま
っ
た
と
言
う
。                          

　

「
精
神
的
に
は
、
今
ま
で
寝
る
間
も
惜
し              

�

ん
で
勉
強
し
て
き
た
の
が
、
競
争
中
心
の
生              

�

活
で
な
く
な
り
、
ゆ
と
り
が
で
き
ま
し
た
。

�　

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
家
内
の　

子
も
子

�

育
て
が
一
段
落
し
て
、
夫
婦
中
心
の
生
活
に
。

�
           

�
�社

会
的
に
も
、
職
域
か
ら
、
家
庭
や
地
域
に

�

目
が
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

�　

江
見
さ
ん
は
今
、
武
蔵
野
市
シ
ル
バ
ー
人

�

材
セ
ン
タ
ー
の
会
長
を
し
て
い
る
。                                    

�　

「
家
内
は
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
ま
し              

�

た
が
、
結
婚
後
は
専
業
主
婦
に
な
っ
て
僕
を              

�

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
仕
事
を
辞

め
さ
せ
た
負
い
目
は
常
に
あ
り
ま
し
た
。              

�　

仕
事
を
続
け
る
よ
り
も
っ
と
素
晴
ら
し
い              

�

経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う
で
な
い
と              

�

家
内
に
申
し
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た              

�

の
で
、
世
界
各
地
の
学
会
や
仕
事
に
も
誘
い
、

旅
行
、
美
術
館
、
買
い
物
も
い
つ
も
一�

緒
に

で
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」                  

�　

そ
し
て
夫
婦
の
間
で
は
、
そ
の
愛
し
方
も              

�

年
齢
と
共
に
成
長
し
て
い
く
も
の
だ
と
。

�　

20
代
の
恋
愛
ご
っ
こ
の
よ
う
な
情
熱
だ
け

の
愛
の
形
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
、
性�

的

欲
望
を
洗
い
流
す
。
人
間
同
志
と
し
て
相�

手

の
立
場
に
理
解
を
示
し
愛
し
合
え
る
の
は
、

�

更
年
期
を
過
ぎ
て
か
ら
だ
と
も
。                              

�
   

50
年
前
に
結
婚
式
を
挙
げ
た
同
じ
旅
館
で

金
婚
式
を
行
い
、
そ
の
３
年
後
の
昨
年
、
江

見
さ
ん
は　

子
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
、
53 

年
を

共
有
し
た
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
っ
た
。            

　

今
、
江
見
さ
ん
は
、
子
さ
ん
の
追
悼
文
集

を
作
る
こ
と
に
情
熱
を
か
た
む
け
て
い
る
。             

�　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
文　

倉
内
弘
子
）

�
                                            

更
年
期
は
人
生
の
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　

       

レ
ポ
ー
タ
ー　

楢
戸　

薫　

61
歳
／
中
町

   

身
体
の
変
化
を
感
じ
た
の
は
、
娘
た
ち
２
人
が
そ

れ
ぞ
れ
自
立
し
、
私
の
中
を
占
め
て
い
た
場
所
に
ぽ

っ
か
り
大
き
な
穴
が
空
い
た
と
き
。
い
わ
ゆ
る
「
空

の
巣
症
候
群
」
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
何
事
に
も
前
向

き
で
し
た
が
、
さ
さ
い
な
こ
と
に
も
敏
感
に
な
っ
て

不
満
を
口
に
し
、
夫
か
ら
「
性
格
が
変
わ
っ
た
な
」

と
言
わ
れ
、
ケ
ン
カ
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　

そ
こ
で
「
今
は
更
年
期
真
っ
只
中
な
の
。
家
の
中

が
乱
雑
だ
っ
た
り
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
、
し
ょ
う
が
な

い
と
思
っ
て
」
と
、
さ
り
げ
な
く
夫
に
理
解
を
求
め

た
こ
と
も
…
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
「
近
郊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
気
分
転

換
で
も
し
た
ら
？
」
と
誘
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

２
人
で
出
か
け
る
機
会
も
ぐ
っ
と
増
え
ま
し
た
。

　

更
年
期
と
い
う
ト
ン
ネ
ル
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
顔
が

違
う
よ
う
に
、
出
口
が
な
い
の
で
は
と
錯
覚
す
る
ほ

ど
長
い
も
の
も
あ
れ
ば
、

ラ
イ
ト
の
必
要
の
な
い
短

い
も
の
も
あ
る
。
大
切
な

こ
と
は
、
必
ず
自
然
光
に

あ
ふ
れ
た
出
口
が
待
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

�
 

漢
方
薬
も
上
手
に
取
り
入
れ
て

��
   　

　
　

     

レ
ポ
ー
タ
ー  

桜
井
弘
子 

48
歳
／
八
幡
町

�
   

中
高
年
の
女
性
を
揶
揄
す
る
と
き
、
「
更
年
期
だ        

�

か
ら
…
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
自
分
は

他
人
に
は
気
づ
か
せ
ず
過
ご
し
た
い
と
、
思
っ
て
い

ま
し
た
。

�　

肩
凝
り
や
頭
痛
が
続
い
た
と
き
、
か
か
り
つ
け
の

�

医
院
で
診
察
を
受
け
ま
し
た
。
同
世
代
の
女
医
さ
ん

�

は
「
更
年
期
も
後
押
し
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
」
と

自
分
の
体
験
や
処
方
す
る
漢
方
薬
の
こ
と
を
詳
し
く

説
明
し
、
よ
く
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。 　
　

�
   

そ
れ
だ
け
で
、
ず
い
ぶ
ん
気
分
的
に
楽
に
な
り
ま

し�

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　  

い
つ
で
も
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
い

��　
　
　

レ
ポ
ー
タ
ー  

池
見
美
貴
子 

23
歳
／
吉
祥
寺
北
町

�　

更
年
期
障
害
と
い
う
言
葉
に
聞
き
覚
え
は
あ
り
ま

�

し
た
が
、
実
際
の
症
状
や
、
ま
し
て
男
性
に
も
あ
る

�

な
ん
て
意
外
で
し
た
。
兄
（
27
歳
）
も
ま
っ
た
く
知

�

ら
な
く
て
「
お
ば
さ
ん
が
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
る
時

�

期
」
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
。
大
半
の
若
い
男

�

性
が
そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

�　

女
性
の
場
合
、
更
年
期
を
迎
え
閉
経
に
な
る
と
子

�

ど
も
が
産
め
な
く
な
る
わ
け
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
今
は
産
も
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
し
、
私
の
ほ
と

ん�

ど
の
女
友
だ
ち
も
特
に
子
ど
も
を
ほ
し
が
っ
て
は

い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
閉
経
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
女
じ
ゃ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
た
く
な
い
し
、

�

思
い
た
く
も
な
い
で
す
ね
。

�　

ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
私
も
兄
も
更
年
期
を
迎
え

�

る
こ
ろ
に
友
達
が
た
く
さ
ん
い
て
、
だ
れ
か
を
愛
し
、

�

愛
さ
れ
、
仕
事
や
楽
し
め
る
こ
と
な
ど
に
バ
イ
タ
リ

�

テ
ィ
を
発
揮
し
て
い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
更
年
期

�

だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
と

�

き
の
自
分
の
気
持
ち
に
ま

か
せ
た
暮
ら
し
方
を
し
た

�

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

� �
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
   

漢
方
薬
と
い
っ
て
も
顆
粒
状
な
の
で
飲
み
や
す
く
、

�

副
作
用
の
心
配
も
余
り
な
い
そ
う
で
す
。
合
う
か
合

�

わ
な
い
か
個
人
差
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私
の
場
合

�

は
と
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

�
   

「
年
だ
か
ら
…
」
な
ど
と
言
わ
ず
身
体
の
変
化
と

�

う
ま
く
つ
き
あ
い
、
辛
い
と
き
は
無
理
せ
ず
漢
方�

薬

も
上
手
に
取
り
入
れ
て
、

前
向
き
な
好
奇
心
を
忘�

れ

る
こ
と
な
く
、
充
実
し
た

日
々
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

ショボショボ
歯槽膿漏

五十肩
頻尿・残尿感腰痛

毎週月～金午前12時から午後4時まで

市の情報などを生放送。

休日に市内の公園で遊ぶ竹澤さん一家。

子さんの思い出に囲まれた

　お気に入りの空間で。

た
か

こ
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TOPICS
　むさしのヒューマン・ネットワークセンターでは

児童女性課女性計画係では

トピックス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ち
ょ
っ
と

・・・　　　　　　　　　　・・・

体
操
で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

女性の更年期、更年期障害とは？

ち
ょ
っ
ぴ
り
遠
出
の
す
す
め

共
遊
び

 ホームページ　http://www2.dango.ne.jp/villagea/

更年期であるということ　　　　　

　　　　　　安部徹良著　学陽書房

　日本初の更年期外来を開設した医

者が更年期の全体像をわかりやすく

まとめた本。生活にも支障が出るほ

ど辛い症状で、一度の人生を無駄に

しないためのやさしさに溢れる。

更年期を生きる

幸年期人生後半勝負どき　

　　　　樋口恵子著　実業之日本社

　更年期を、明るい幸せなものにす

るためには、夫や男性、社会全体に

も前向きな見方が必要で、特に体の

変化に的確に対応した社会システム

の構築が大切と説く。

ぼくの更年期

　　　　　　　永井　明著　浩気社

　若くもないし、年寄りともいえな

い50歳。中途半端な年齢がぐずつき

模様の体調と関係しているのか。更

年期の言葉が頭に浮かぶ。もと医者

の人間ドック初体験、評価はいかに？
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７

児童女性課女性計画係では

トピックス

６

女が語る更年期の時

　

発
足
当
初
か
ら
体
操
の
指
導
を
し
て
い
る

の
は
、
受
講
者
の
１
人
和
田
明
子
さ
ん
（
52

歳
・
武
蔵
野
市
体
育
指
導
委
員)

。

　

メ
ン
バ
ー
は
だ
い
ぶ
入
れ
替
わ
り
、
今
は

40
代
半
ば
か
ら
60
代
後
半
の
19
名
。
そ
れ
ま

で
の
体
力
強
化
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
最
近

は
ひ
ざ
が
痛
い
、
腰
が
重
い
な
ど
そ
の
日
の

会
話
か
ら
臨
機
応
変
に
体
操
メ
ニ
ュ
ー
を
変

え
る
。
メ
ン
バ
ー
の
１
人
は
「
体
調
が
悪
く

イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
出
か
け
る
の
が
億
劫
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
へ
来
て

話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
体
を
１
時
間
半
動
か

し
て
帰
る
と
す
っ
き
り
す
る
ん
で
す
」

　

和
田
さ
ん
は
、
更
年
期
を
過
ぎ
て
特
に
心

掛
け
て
ほ
し
い
の
は
加
齢
に
伴
う
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
だ
と
言
う
。「
閉
経
後
は
、
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
減
少
し
骨
が

も
ろ
く
な
り
ま
す
。
骨
の
強
化
の
た
め
に
は

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で

筋
肉
に
負
荷
を
与
え
る
こ
と
。
骨
は
丈
夫
に

な
ろ
う
と
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
吸
収
す
る
よ

う
に
働
き
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活
に
気
を
つ

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
」

　

和
田
さ
ん
自
身
、
最
近
体
の
変
化
を
実
感

し
た
。
急
に
激
し
い
め
ま
い
に
襲
わ
れ
、
体

が
動
か
せ
ず
、
食
べ
ら
れ
な
い
状
態
が
10
日

以
上
続
い
た
。
長
女
が
会
社
を
休
み
、
病
院

の
送
り
迎
え
か
ら
食
事
の
世
話
な
ど
、
看
病

に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
体
の
不
調
を
感
じ
な

が
ら
、
無
理
を
重
ね
た
の
が
原
因
だ
。

　

「
薬
を
飲
み
、
様
子
を
見
な
が
ら
の
生
活

で
す
。
今
、
更
年
期
真
っ
只
中
な
の
か
な
。

で
も
、
待
っ
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

と
、
ど
う
に
か
し
て
出
か
け
よ
う
と
い
う
意

識
が
働
き
パ
ワ
ー
が
湧
く
ん
で
す
。
私
が
支

え
ら
れ
て
い
る
部
分
も
大
き
い
な
と
感
じ
ま

し
た
」　
　
　
　
　

  

（
取
材　

矢
島
幸
子
）

　今年25年目を迎える「竹の会」は市民会館主催「母と子の教室」から始まった。

　－骨の強化はまず、体を動かすこと－　和田明子さん

　
閉
経
前
後
の
約
10
年
間
を
更
年
期
と

言
う
。
45
歳
〜
55
歳
で
卵
巣
機
能
が

衰
え
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
低

下
し
月
経
異
常
が
お
こ
る
。
こ
の
女

性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
が
、
体
と
心
に

影
響
を
与
え
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
手

足
の
冷
え
、
の
ぼ
せ
め
ま
い
、
発
汗

な
ど
の
更
年
期
特
有
の
障
害
を
引
き

お
こ
す
。
そ
の
後
は
次
第
に
落
ち
着

い
て
く
る
。

�　

�

家
族
や
友
達
ど
う
し
で
泊
ま
り
も
Ｏ
Ｋ
の

�

過
ご
し
方
が
で
き
る
な
ら
、
ぜ
ひ
「
ビ
レ
ッ

�

ジ
安
曇
野
」
を
お
薦
め
し
た
い
。

�　

武
蔵
野
市
の
姉
妹
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る

長
野
県
豊
科
町
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
。

�　

交
流
事
業
課
で
は
主
に
11
月
と
２
月
に
リ

ン
ゴ
狩
り
、
白
鳥
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
ガ
ラ
ス

器
制
作
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
豊
科
町
民
と

交
流
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
内
容
の
ツ
ア
ー

が
組
ま
れ
て
い
る
（
在
勤
在
学
可
）。

�　

市
報
で
も
情
報
を
提
供
し
、
窓
口
に
は
資

�

料
も
あ
る
が
、
個
人
で
泊
ま
る
と
き
は
直
接

�

現
地
に
問
い
合
わ
せ
、
詳
し
い
利
用
の
案
内

�

を
聞
い
て
予
約
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

�

ま
た
、
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
武
蔵

�

野
市
民
を
証
明
す
る
も
の
を
現
地
に
持
参
す

�

る
と
、
３
０
０
０
円
の
割
引
が
あ
る
の
で
忘

�

れ
な
い
よ
う
に
（
在
勤
在
学
は
不
可
）。　
　

　

澄
ん
だ
空
気
、
碧
い
空
と
遠
く
に
望
む
北

�

ア
ル
プ
ス
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
、
安
曇
野
の

�

里
で
ゆ
っ
く
り
人
生
を
立
ち
止
ま
っ
て
み
る

�

の
は
い
か
が
。　
　
　

（
取
材　

倉
内
弘
子
）

�
�　

姉
妹
都
市

�　

都
市
と
地
方
の
交
流
を
通

し
「
お
互
い
の�

不
足
す
る
と

こ
ろ
を
補
い
合
い
、
利
点
を

分�

か
ち
合
う
」
が
基
本
理
念
。

豊
科
町
と
は
、
昭
和
62
年
に

盟
約
を
締
結
。
そ
れ
ぞ
れ
の�

行
事
、
ツ
ア
ー
参
加
、
物
産

販
売
な
ど
住
民
レ
ベ
ル
の
交

流
も
盛
ん
。

��

�　�●「安曇野コース」の場合
�　宿泊料金は一室３名以上の利用で
�　一人一泊 2食つき　９０００円～
�　小・中学生は　　　８０００円
�　３歳以上幼児　　　１７５０円
� （11月～４月は暖房費加算・税別）
�　●ＴＥＬ　0263（72）8568
�　●ＦＡＸ　0263（72）8569

列車では新宿駅→松本→大糸線乗り換え豊科駅
下車、タクシー利用。 　
�（近い柏矢駅だと徒歩20～30分、タクシーの便
が悪い）　　　　　　　
�車では中央自動車道経由長野自動車道豊科イン
ターチェンジを降り5分。

　研修棟、大広間、食堂などの施設と
�合計18個の部屋や大浴場を備えている。

アメリカ、ラボック市ジュニア大使
�の中学生がガラス器制作中。

子
ど
も
を
守
る
家
々
の
目

�　
　

 

後
藤
幸
子
さ
ん 

62
歳
（
中
町
）

�　

中
町
の
住
宅
街
で
「
子
ど
も
を
守
る
家
」

�

の
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
家
が
目
に
つ
い

�

た
。
そ
の
中
の
一
軒
、
後
藤
幸
子
さ
ん
の
家

�

を
訪
ね
て
み
た
。

�　

平
成
10
年
に
「
子
ど
も
を
守
る
武
蔵
野
連

�

絡
会
」
が
結
成
。
当
初
か
ら
「
守
る
家
」
を

�

引
き
受
け
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
事
件

�

に
あ
っ
た
子
ど
も
が
い
つ
で
も
助
け
て
も
ら

�

え
る
家
と
し
て
、
学
校
や
親
の
信
頼
も
厚
い
。「もっと『守る家』が増えてほしい。ステッカーは事件の抑止力

にもなります」。協力員は一年更新で障害保険制度もある。

■ 今回のテーマ「男と女の更年期」に役立つ本。    

　 情報部の福澤雅子さん（写真・右）が紹介して

くれたのは・・・

更年期であるということ　　　　　

　　　　　　安部徹良著　学陽書房

　日本初の更年期外来を開設した医

者が更年期の全体像をわかりやすく

まとめた本。生活にも支障が出るほ

ど辛い症状で、一度の人生を無駄に

しないためのやさしさに溢れる。

更年期を生きる

　　　駒野陽子・ビヤネール多美子・

　　　　　　俵萌子ほか　学陽書房

　更年期症状は心の領域にも入り込

み一人では解決のつかない症状を引

き起こす。先輩たちは、どう乗りき

ったのか？ 4人の女たちが話し合い

を重ね、出版した。読み応えがある。

幸年期人生後半勝負どき　

　　　　樋口恵子著　実業之日本社

　更年期を、明るい幸せなものにす

るためには、夫や男性、社会全体に

も前向きな見方が必要で、特に体の

変化に的確に対応した社会システム

の構築が大切と説く。

ぼくの更年期

　　　　　　　永井　明著　浩気社

　若くもないし、年寄りともいえな

い50歳。中途半端な年齢がぐずつき

模様の体調と関係しているのか。更

年期の言葉が頭に浮かぶ。もと医者

の人間ドック初体験、評価はいかに？

■ 事業部会　来年2月、上野千鶴子さんの講演会第2弾を開催。

*日時　2001年2月17日（土）午後1時30分～

*場所　武蔵野スイングホール（定員180名）　*詳細は1月号の市報で　 

■ 広報部会　センターだよりを11月・翌3月に発行予定。

■ 情報部会　リサイクルコーナーの本・雑誌は2冊まで持ち帰り自由。

*12年度図書購入は約30冊。テーマは、今年も『女性と子どもの人権』。

*センターの情報収集や発信のための基礎となる事業として、データベー　

スを整備しホームページを作成。さらにネットワークの拡充を進めていま

す。

※問い合わせ　ＴＥＬ・ＦＡＸ　0422（37）3410

■ 武蔵野市第三期長期計画第二次調整計画の策定が進んでいます。

Q．調整計画とは？

　武蔵野市では昭和46年以来、市民参加方式で、計画期間を12年とする

長期計画を策定し、これを４年ごとに社会情勢の変化などに合わせて見

直しています。現在、第３期長期計画 (平成５年度～16年度)の2回目の

見直しとして第二次調整計画の策定作業が進んでいます。

Q．第二次調整計画策定の進捗状況は？

　策定に向けた討議要綱が平成12年８月にでき、今後はこれをもとに広

く意見を求め、2月には第二次調整計画ができあがる予定です。

Q．第２次調整計画討議要綱の基本的な考え方は？

　計画の視点は①情報公開、市の説明責任と市民参加②市の行財政の公

平と効率性③規制緩和の流れと市に求められる役割④男女共同参画⑤子

ども施策への基本的な考え方⑥すべての施策に環境の視点をの6点です。

Q．男女共同参画の視点とは？

　性の違いを理由に社会的な差別を受けている現状を改革し、人権の回

復を保証すること。国や都、他の自治体との連携を強化すると同時に、

全庁をあげて女性施策に取り組む仕掛けづくりと、NPOや市民との共同　

作業の機会を積極的に創設、市民をまきこんだ女性施策を推進します。

＊ 問い合わせ　企画課 TEL (60)1801

■ ｢ライター入門講座｣を開催します。　　　　　　　　　　　　　　　　

　記事をまとめる技術など実技中心の講座で、毎年受講者の中から「ま

なこレポーター」が多数参加しています。

＊ 日程　１月中旬～2月初旬　　　　＊詳細は12月号の市報で

＊ 講師　日本エディタースクール講師　西村良平氏

■女性2000年会議が６月にニューヨークで開催されました。

　｢国連特別総会2000年会議｣がニューヨーク国連本部で開催。男女平等

の実現へ向けた21世紀の｢政治宣言｣と具体策の｢成果文書｣を採択。

　あらゆる暴力から女性保護の目標を盛り込んだ他、「家事や育児につ

いて男性にも責任を共有するよう奨励する」など男性への努力目標も。

成果文書は約200項目からなり、貧困、暴力、健康、教育、経済、政治　
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☞「境南けやきの会」　代表・東海林美知子　TEL（31）1086　

   見学会、学習会や障害者総合センター「大地」で天然酵母パンの販売の手伝いなど、行っている。☞「武蔵野ベンチャークラブ」　代表・浅野嘉子　TEL（21）9520

　20～40代の有職女性で組織し、高齢者や障害者の催事などへ参加。女性の生き方の勉強会も。
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